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広報おおぜ 2∞54月号

市長就任あいさつ

み
と
め
あ
い
さ
さ
え
あ
う

肱
川
流
域
都
市
を
め
ざ
し
て

大
洲
市
長

去
る

2
月
日
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
え
洲
市

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
温

か
な
ご
支
援
と
期
待
を
受
け
、
新
市
の
舵
取

り
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
改
め
て
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
私
自
身
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
だ
、
市
議
会
議

員

7
期
初
年
間
の
経
験
を
最
大
限
活
か
し
、

全
身
全
霊
を
も
っ
て
新
し
い
大
洲
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
遥
進
す
る
と
と
も
に
、
公
正
公
平

な
市
政
の
運
営
を
旨
と
し
、
市
長
の
責
務
を

全
う
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
選
挙
の
結
果
を
重
く
受

け
止
め
、
今
後
の
諸
施
策
の
展
開
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
明
る

い
市
政
」
を
信
条
と
し
つ
つ
、
①
肱
川
の
治

水
対
策
と
災
害
対
策
の
向
上
、
②
行
財
政
の

徹
底
し
た
改
革
、
③
市
民
の
皆
様
の
目
線
に

立
っ
た
ま
ち
手
つ
く
り
を
め
ざ
し
、
大
洲
・
長
浜
・

肱
川
・
河
辺
の
各
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

2一一一

大

太
コ守本

隆

左往

特
に
、
肱
川
手
の
治
水
対
策
を
強
力
に
促

進
し
、
水
害
に
強
い
地
域
を
目
指
す
と
と
も

に
、
農
林
水
産
業
・
商
工
業
・
観
光
事
業
の

有
機
的
結
合
と
、
高
齢
者
は
久
ロ
ケ
の
生
き
が

い
を
持
ち
、
若
者
が
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境

の
確
立
、
子
育
て
が
、
安
心
し
て
で
き
る
、雇
用

の
確
立
な
ど
に
つ
い
て
意
を
注
ぎ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
で
も
、
市
町
村
合

併
後
の
、
一
つ
の
え
さ
な
都
市
、
つ
く
り
を
考

え
ま
す
と
き
、
解
決
す
べ
き
問
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
を
は
じ
め
、
議

会
の
皆
様
、
万
の
ご
指
導
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
「
元
気
あ
る
ま

ち
J

つ
く
り
」
の
た
め
に
精
魂
を
か
た
む
け
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
、
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応

え
る
道
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
一

居
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述

べ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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広縄おおず 2∞54月号

第22回健康マラソン大会

第
幻
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

み
ん
な
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
よ
!

第
幻
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
2

月
日
日
(
金
)
、
平
野
運
動
公
圏
内
コ

l
ス
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
ラ
ン
ナ
ー

I
，

2
7
8
人
が
健
脚
を
競
い
、
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
が
悪
く
、

一

部
コ

1
ス
を
変
更
し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
、
親
子
で
手
を
つ
な
ぎ
仲
よ
く

走
る
日
キ
ロ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

1
ス
を
は
じ

め
、
速
さ
を
競
う
幻
キ
ロ
コ

1
ス
や
引
・
キ
ロ

コ
l
ス
で
持
ち
前
の
持
久
力
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。

.....元気よくスタート

.....負けるもんか!

4 自・ -
~ー_....・F
、、ーー--

ぱんぱ

企仲よく馬場さんファミリー(平野町)が選手宣誓

4一一一

.....ラストの坂道



広縄おおず 2∞54月号

第22回健康マラソン大会

企ラストスパート、がんばれ 1

"".6km60歳以上の部で入賞した 3人

[優勝大川正太郎さん(中央)、準優勝 石田忠儀さん(左)、 3位岡和雄さん(右)】

Aやっとゴール。おつかれさまでした。

企競技場を後にいざ道路へ 企坂道もみんなで仲よく走ろうよ

第22回 大洲市健康マラソン大会結果
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広鰻おおぜ 2∞54月号

軽自動車税の減免

身体障害者・精神障害者の皆さんに対する

税の減免軽自動
障害の区分や等級により

軽自動車税が減免されます

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
が
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
場
合
、
障
害
の
区
分
や
等
級
に
よ

り
一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る

た
め
の
車
両
構
造
(
例
え
ば
、
車
椅

子
の
昇
降
装
置
や
固
定
装
置
な
ど
)

を
備
え
た
軽
自
動
車
に
つ
い
て
も
減

免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
】

。
事
業
用
以
外
の
車
両
で
、
身
体
障

害
者
な
ど
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど
(
年
齢
凶
才
未
満
の
身
体
障
害
者
、

精
神
障
害
者
、
ま
た
は
知
的
障
害
者

と
生
計
を
共
に
す
る
人
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
を
含
む
。
)
の
う
ち
l
台

0

・
車
椅
子
の
昇
降
装
置
、
ま
た
は
固

定
装
置
な
ど
、
構
造
上
身
体
障
害
者

の
利
用
に
供
す
る
と
認
め
ら
れ
る
軽

自
動
車

※
車
両
構
造
に
よ
り
減
免
を
受
け
る

場
合
、
そ
の
構
造
内
容
が
記
載
さ
れ

て
い
る
車
検
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

【減
免
申
請
の
受
付
】

受
付
場
所

税
務
課
収
納
第
2
係
(
市
役
所
1
階
)

支
所
総
務
課
税
務
係

受
付
期
間

4
月
1
日
(
金
)
1
4
月

n日
(
金
)

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
税
務
課
収
納
第
2
係

E
@
2
1
1
1
(内
線
1
2
5
)

.
長
浜
支
所
総
務
課

包

@
1
1
1
1

・
肱
川
支
所
総
務
課

宮

@
2
3
1
1

.
河
辺
支
所
総
務
課

E
@

2
1
1
1
 

申請に必要なもの

身体障害者等本人 生計を共にする人

が運転する場合 が運転する場合

-運転免許証 。 。
-印鑑 。 。
-身体障害者手帳 。 。
など

-自動車検査証 。
-生計同一証明書ま 。
たは健康保険証

-通学、通院、通 。
所などの証明書

市民の皆さんが納める市税は、道路や生活環境の整備、教育や保険医療の充実など、まちづくりのための大切な

資金になり ます。市税などの納期内納付について、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月月リ税

5期4期3期2期1期市県民税(5期)

5期4期3期2期1期固定 資産税(5期)

全期軽 自動車税(全期)

9期8期7期6期5期4期3期2期1期国民健康保険税(9期)

9期8期7期6期5期4期3期2期1期介護保険料(9期)

6一一一一



広報おおず 2∞54月号

土地・家屋などの価格縦覧

C岳
町亭7

が

平
成
行
年
度
固
定
資
産
税
の
も
と
に
な
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価

格
な
ど
を
記
載
し
た
「
縦
覧
帳
簿
」
を
次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
縦
覧
帳
簿
を
見
て
い
た
だ
き
、
自
分

の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
を
比
較
す
る
こ

と
で
、
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
で
き
る
人
は
、
市
内
に
あ
る

土
地
や
家
屋
に
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
納
税
者
ま
た
は
、
そ
の

代
理
人
な
ど
で
す
。

縦
覧
期
間

4
月
1
日
(
金
)
か
ら

5
月
2
日
(
月
)
ま
で

(
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び

祝
祭
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。
)

時

間午
前
8
時
加
分

1
午
後
5
時

場

所税
務
課
(
市
役
所
1
階
)
お
よ
び

各
支
所
(
旧
町
村
役
場
)
総
務
課

縦
覧
に
必
要
な
物

・
印
鑑
(
認
め
印
)

・
運
転
免
許
証
な
ど
(
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
)

ま
た
は
、
納
税
通
知
書
を
受
け
取

っ
て
い
る
場
合
、
納
税
通
知
書
か
課

税
明
細
書
を
持
参
す
れ
ば
縦
覧
で
き

ま
す
。

※
代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
「
委
任

状
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

手
無 数

料
料

大洲消防署川上支署に配備

大洲地区広域消防事務組合は 1月19日、高

規格救急自動車(トヨタハイメディック)を

大洲消防署川上支署(大洲市肱川町)に配備

し、運用を開始しました。

この高規格救急自動車には、半自動式除細

動器による心拍の回復、輸液による静脈路の

確保、器具による気道の確保などの高度な救

急救命処置が行える資器材を積載しています。

※
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ

1
(複
写
)
は

で
き
ま
せ
ん
。

課
税
台
帳
(
名
寄
帳
)
の
閲
覧
制
度

納
税
義
務
者
や
そ
の
ほ
か
の
人

(
借
地
・
借
家
人
な
ど
「
政
令
で
定

め
る
者
」
)
も
関
係
す
る
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
6
)

企配備された高規格救急車
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2∞54月号広報おおぜ

飼い犬の注射と登録

程
犬
病
予
防
注
射
と
犬
録
を
忘
れ
ず
に

生
後
凶
日
を
超
え
て
い
る
犬
の
飼
い
主
は
、
最
寄
り
の
場
所
で
注
射
や
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

.

(
で
き
る
だ
け
自
分
の
住
所
地
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
)

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年
1
回
受

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

畜
犬
登
録

，首
輪
に
つ
け
る
犬
鑑
札
は
、

主
と
犬
と
の
粋
の
証
し
で
す
。

畜
犬
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成
7
年
度
以
降
に
登
録

を
済
ま
せ
た
犬
は
、
再
登
録
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

料
金
二
頭
に
つ
き
)

・
予
防
注
射

2
，

8
5
0
円

.
登
録
料

3
，

0
0
0
円

日
程
表
の
期
間
中
に
注
射
や
登
録

が
で
き
な
い
場
合
は
、
指
定
動
物
病

院
へ
連
れ
て
行
く
か
、
往
診
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
(
病
院
で
の
注
射

料
金
は
異
な
り
ま
す
。
)

台訂什唱、、4

£
E
P
U
 

必
ず

市
内
の
指
定
動
物
病
院

久
保
田
動
物
病
院
(
新
谷
)

宮

@
3
2
2
3

-
岡
、
と
う
ぶ
つ
病
院
(
常
磐
町
)

宮

@
1
5
1
1

・
ふ
じ
さ
わ
動
物
病
院
(
東
大
洲
)

宮

@
2
3
3
1

・
西
大
洲
動
物
病
院
(
西
大
洲
)

E
@
3
3
0
3
 

・
八
木
動
物
病
院
(
徳
森
)

宮

@
2
0
0
7

・
上
一
動
物
病
院
(
白
滝
)

宮

@
0
1
5
8

月日 場所 時間

上大成(集会所上二叉路) 8 :30~ 8 :45 

中大成集会所下 9 : OO~ 9 : 15 

植松(藤原氏宅付近) 9 :30~ 9 :45 

植松中津線・松の久保分岐(市道) 9 :50~10 : 00 

出 会 ( 郵 便 局 付 近 ) 10 : 10~10:20 

古宮(森氏宅付近) 10:30~10 :40 

ニ 久保集会所 10 :45~ 10 :55 

5 宮 谷 集 JヨミL 所 11 : 15~11:25 

月 日 除 集 l3L 2 所 11 ・ 35~ 11:45
11 
日 }II 上(ニ 杯谷付近) 11 ・ 50~12: 00 

。ω 山 王(集会所付近) 12 ・ 10~12:20

}iI 崎(岩井氏宅付近) 12 :30~12 ・ 40

ふるさとの宿付近 13:45~13 ・ 55

竹の瀬(ニ嶋建設付近) 14:00~14 ・ 10

神納(山岡氏宅付近) 14: 1 5~14 ・ 25

一の瀬(佐伯氏宅付近) 14:30~14:40 

用の山(山田氏宅付近) 14 ・ 50~ 14:55

寺薮(河都大橋付近) 15 ・1O ~15:2 0

長
・
本
庁
保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮

@
2
1
1
1

(
内
線
1
6
6
)

.
長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

E
@
I
l
l
-

-
肱
川
支
所
市
民
福
祉
課

E
@
2
3
1
1
 

.
河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

宮
⑮
2
1
1
1

月日 場所 時間

柳 沢 桐 の 目 バス停 9 : 10~9 :25 

居場集会所 9 ・ 35~10:00

4 
JA愛媛たいき田処庖 10 ・ 10~10 :30

月 柳沢連絡所 10:45~11:30 

14 菅田朝日集会所 13 :00~13:40 
日 小倉集会所 14:00~14:10 
同

大竹分校 跡 14 :20~14:40 

宇津集会所 15:00~ 1 5:20 

菅田連絡所 15 : 30~16:20 

新谷中組お庵 9 : 10~ 9・40

4 新谷第4部消防詰所横 9 ・ 50~10:30

月 新谷連絡所 10 : 45~11 :40 

15 肱北公民館田口分館 13: 10~ 13: 50 
日 市木集 会所 1 4:00~14:40 
幽 徳森児童セン タ ー 14:50~15 :30 

西測サッシ庖 向 い 15 :40~ 16: 10 

明日香集 会所 9 : OO~ 9・30

大根鳳林寺 9 ・ 40~10 ・ 00

4 平野公民館平地上分館 10 :20~ 10 :50 
月 平 野連絡所 11 ・ 05~11:45
18 

長谷本村集会所 13 :20~13:30 
日
伺) 梅川集会所下道路広場 13:45~14 : 10 

野佐来集会所下道路広場 14 :3 0~14 :50 

南久米連絡所 15:05~15 : 50 

峠 集 メ3与" 所 9 ・ OO~ 9・30
4 石仏集会所 9 :5 0~10 :20 
月

ニ善連絡所 10 :40~ 11 :40 
19 

大洲市総合体 育 館 13 ・ 00~14 : 10
日

0<l 肱北公民館五郎分館 14 ・ 20~15:00

肱北公民館 15 : 20~16:10 

大川|第5部消防詰所横 9 :1 0~ 9 :25 

4 JA愛媛たいき蔵川支所要 9 ・ 35~ 9 :50 

月 大 川連絡 所 10:10~10:50 

21 局山西集会所 11: 30~11 ・ 45

日 久米公民館 13 :20~14: 00 
。|す

只越わかば台団地集会所 14 : 10~14 :40 

大洲市民会館 14 ・ 50~16 :0 0

打越集会所 9:10~9:30 

4 初尾集会所 9 : 50~10:05 

月 上須戒連絡所 10:15~11 :0 0 

22 八多浪集会所 11:25~11 :55 

日 手成本村集会所 13 :45~13 ・ 55
幽 票津葉たばこ生産組合共同誌繰場 14 : 05~14 :25 

八多喜連絡所 14 ・ 40~15 ・ 40

-町て>{-.;oキc'jド':)線 ・・・"・・・一一..---_--__.. --_..・ー・・・・・・・・・・・・・・一一一一一一----..-.. 

申込

犬人ついて 飼い主について

畜犬登録 犬種 毛色 犬の名目'j 大きさ 犬の生年月日 住所(地区名)・電話番号 飼い主・世帯主の氏名

オス 大型
有 ・無

メス 小中型型
年 月 日 大洲市 飼い主

大型
地区名(

オス
有・無 中型 年 月 日 電話 世帯主(

メス 小型

狂犬病予防注射・畜犬登録

.料金(1頭につき)予防注射2，850円 畜犬登録3，000円(申込用紙と料金は会場でお渡しください。登録には飼い主の印鑑が必要です。)

.畜犬登録済の場合、確認のため犬鑑札を首輪につけて来てください。
お願い ①犬を自由に扱える人が連れてきてください。②引き綱は丈夫なものを使用し、首輪の点検をしておいてください。③注射・登録場所での犬の

フンは飼い主が責任を持って始末してください。④犬の体調が悪い場合は、当日獣医師に申し出てください。

8一一一一



広幅おおず 2∞54月号

大卒者等就職フェア

狂犬病予防注射と
畜犬董録の実施日程

月日 場 所 時 間

中 津 集 2d2L Z 所 9 :OO~ 9 :10 
J A予子林事業所 9 : 40~10 : 00 

知F 集 ノZh2ミ 所 10 : 05~10:15 

八重栗集会所 1 0:45~ 1 0:55 

4 
JA宇和川事業所倉庫前 11:00~11:20 

月 道野尾(北川敏恒氏宅前) 11:35~11:55 

12 共 栄 集 d3L 3Z 所 13 : 1O~13:15 

日 瓜畦(昌永加朗氏宅前) 13 : 30~ 1 3:40 
(j。

瓜畦(団地ゴミ収集場) 1 3 ・ 45~14 ・。。

協 生 集 メzE=h= 所 1 4 ・ 05~14 ・ 15

中居谷集会所 14 ・ 30~14 ・ 40

嘉 城 集 ZてE〉三、 所 14 ・ 55~15 ・ 05

羽座谷集会所 15 : 20~15 : 25 

数 集 之:z:;込Z 所 8 :45~ 9 :00 

師走野集会所 9 :10~ 9 :20 

旧 JR白石車庫前 9 : 35~ 9 :45 

広 常 集 Zt3hZ h 所 9 :55~10:05 

大 平 集 tてEh32 所 10:25~10 : 35 

草升木て 集 l3』3Z 所 10:45~10 : 55 

4 硯(湖仙荘横) 11 : 05~11 ・ 10
月 久下(久下登 り 口) 11 : 15~11 ・ 20
15 

下鹿野川河原 11 ・ 30~11 ・ 50日
幽 尽造(昌永勲氏宅付近) 13 ・ 10~13 ・ 15

月 野尾集 会 所 1 3 ・ 25~13 : 35

月の越集会所手前広場 13 ・ 45~13: 50 

聖士 水 集 τtEb三h 所 14:05~14 : 15 

下嵯峨谷集 会 所 14:35~14 : 45 

岩谷自治センター 15 : 15~15 : 25 

下敷水パス 停 15 : 35~15:40 

4 
J A 大谷事業所 8 ・ 45~ 9 :00 

月 J A予子林事業所 9:20~9 : 35 

26 岩谷自治センター 10 : 05~10 : 20 
日 J A宇 和川事業所横 10 : 80~11 : 05 
0kl 

下鹿野川河原 11 : 20~11 ・ 40

月日 場所 時間

柴 公 民 館 9 : OO~ 9 :30 

白 滝 公 民 自宮 9 : 40~10 : 10 

加屋集会所前 1O : 20~10:50 

戒 )1' tf A 校 11: 10~ 11: 30 
4 

出 石 ~R 前 13: 00~13 :40 
月
14 大 平日 公 民 自官 13 : 50~14 : 20 
日 正 面 橋 1 4 : 30~14 : 40 
耐

キ目 生 橋 14:50~15 ・。。

曲 務リ !i ス イ亭 15 ・ 10~15:20

朝 日 !'¥ ス 停 15 ・ 30~15 : 50

豊 茂 公 民 皇官 16 ・ 00~16:30

黒田みか ん集荷場 9:00~9:15 

築地コス モ石油暴 9 : 30~ 9 :45 

J A 喜 多灘支所 9 :55~10 : 10 

喜多 灘小学校 10 : 20~10 : 40 

4 メ~、 坊 友 愛 自官 10 : 50~11 : 10 
月
15 出 海 公 民 自官 12: 30~ 13・。。
日 櫛生福祉 センター 13 : 10~13 ・ 40
幽

須 沢 公 民 宣告 13 : 50~14 : 10 

池内 石 油庖前 14:20~ 1 5 : 10 

沖 浦 公 民 自官 15 ・ 20~ 1 5 : 50

長 浜 イ本 育 自官 15 ・ 55~16 : 45

白 滝 公 民 皇官 8 :45~ 9 :30 

大 手口 公 民 自富 9 : 40~10:25 
5 

豊 茂 公 民 皇宮 10:40~11:15 
月
11 出 海 公 民 官官 1 2:40~13 : 25 

日
櫛生福祉セ ン ター 13:30~ 1 4 ・ 10。ω
lづk 坊 友 愛 自宮 14 : 30~15 ・。。

長 浜 体 育 自官 15: 20~ 16・30

新
規
大
学
等
卒
業
者
の
就
職

環
境
は
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
企

業
と
学
生
が

一
堂
に
会
し
面
接

な
ど
を
行
う
場
を
設
け
、
就
職

応
募
機
会
の
提
供
を
行
い
、
県

内
企
業
の
採
用
意
欲
の
高
揚
お

よ
び
学
生
な
ど
の
地
元
定
着
へ

の
促
進
を
図
る
た
め
、
下
記
の

と
お
り
平
成
四
年

3
月
大
学
な

ど
卒
業
予
定
者
お
よ
び
平
成
口

年
3
月
大
学
等
未
就
職
卒
業
者

を
対
象
と
し
た
「
平
成
げ
年
度

大
卒
者
等
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
、
松
山
市
駅
、

J

R
松
山
駅
よ
り
無
料
シ
ャ
ト

ル
パ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い。

4
月
幻
日
(
土
)

午
前
日
時

i

午
後
3
時
加
分

ア
イ
テ
ム
え
ひ
め

(
大
展
示
場
)

松
山
市
大
可
賀
2
丁
目

平
成
四
年
3
月
大
学

等
卒
業
予
定
者
(
大

学
・
短
期
大
学

・
高

等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
・
職
業
能
力
開

発
校
)
平
成
口
年

3

月
大
学
等
未
就
職
卒

業
者

愛
媛
労
働
局

(
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
)

愛
媛
県
、
独
立
行
政

法
人
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
愛
媛
セ
ン
タ

ー
、
愛
媛
県
雇
用
対

策
協
会

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
(
ハ
ロ
1
ワ
l
ク
)

E
0
8
9
・9
4
3
・5
2
2
1

日

時

場

所

対
象
者

主

催

共

催
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広報おおザ 2∞54月号

受賞者紹介

お
め
で
と
う
ミ
ざ
い
ま
す

地
域
震
業
の
発
展
に
貢
献

農
林
水
産
大
臣
表
彰

平
成
時
年
度
目
園
地
区

体
育
指
導
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

優
良
認
定
農
業
者

矢
野

丸
吉
さ
ん

(菅
田
)

平
成
口
年
1
月
幻
日
(
土
)
、
社
団
法
人

全
国
体
育
指
導
委
員
連
合
と
四
園
地
区
体

育
指
導
委
員
協
議
会
が
主
催
す
る

「平
成

四
年
度
第
羽
田
四
国
地
区
体
育
指
導
委
員

研
修
会
」
が
高
知
市
で
開
催
さ
れ
、
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
る
地
域
で

の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
顕
著
な
功

績
が
認
め
ら
れ
た
体
育
指
導
委
員
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

1
月
別
日
に
全
国
経
営
基
盤
強
化
促
進
委
員

会
主
催
の
全
国
経
営
政
策
推
進
研
究
大
会
が
農

林
水
産
省
7
階
講
堂
(
東
京
都
)
で
開
催
さ
れ
、

地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
全
国
の
優
良
認

定
農
業
者
4
経
営
体
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。矢

野
さ
ん
は
、
認
定
農
業
者
と
し
て
、
農
業

経
営
改
善
・

地
域
農
業
者
の
代
表
と
し
て
の
提

言
活
動
や
関
係
機
関
と
の
連
携
等
を
通
じ
て
地

域
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
個
人
・

施
設
等
型
部
門
の
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

四
冊

園
田

・
常国同市

p

世話
λ
4f

-

別

立
式
会
脅
威

一
大

，尚
一
ん
た
は
会
司
任
す
品
AA
強

ι保
証

-
f
h

、

安
全
伎
の昔
話
主
主

一
ら

会
長
信
条
芋

f
H
U
1必
効
玩
z

l
J

地
球
且
世
品
。
キ
E
T
#佐
役
争
ι
日

J
C

誌
の
主
長
て

-
f
f
4
4士
ロ

z
t
f
;百

・
丸

里
量
生
青
島
村
宜
伸

や
ハ
状

企矢野

企谷 新ーさん
(大洲市大洲)

企上田 正雄さん
(大洲市長浜町)

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
.
 

「
旬
を
愛
す
る
会
」
(
代
表
白
石

・

'
レ
同
り
こ

-
成
子
さ
ん
)
が
2
月
幻
日
(
月
)
、
「
ま

.
め
い
り
郵
パ

ッ
ク
」

の
出
発
式
を
開

• 
-
催
し
ま
し
た
。

…

こ
の
会
は
、
古
里
の
懐
か
し
い
味

.
を
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

一
結
成
さ
れ
、
地
元
主
婦
5
人
が
活
動

.
を
し
て
お
り
、
こ
の
「
ま
め
い
り
郵

…
パ
ッ
ク
」
は
、
昭
和
臼
年
か
ら
販
売

・
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

• 
・

こ
の
「
ま
め
い
り
郵
パ
ッ
ク
」
は
、

.
生
産
者
と
郵
便
局
が
提
携
し
、
商
品

・-
と
し
て
販
売
し
て
い
る
も
の
の
中
で

一
も
ヒ

ッ
ト
商
品
の

一
つ
と
し
て
数
え

.
ら
れ
る
も
の
で
す
。

…

白
石
さ
ん
は
「
家
族
で
食
事
を
す

六淵から奮を届けます

大洲名産

10一一一

る
喜
び
、
都
会
で
古
里
、
大
洲
を
思

い
出
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま

し
た
。

商

品。
ま
め
い
り
A

O
ま
め
い
り
B

(
2
，
5
0
0
円
)

(
3
，
0
0
0
円
)

販
売
期
間

現
在

1
4
月
幻
日
(
金
)

問
い
合
わ
ぜ
先

大
洲
郵
便
局
包
@
3
8
3
0

旬
を
愛
す
る
会
宮
@
6
2
4
6



広縄おおず 2∞54月号

イベン卜l情報

鹿野川しゃくなげまつり閉幕

n酋の駅I吾られまれ市
清流の里ひじかわ・恵水遊

3月27日旧)午前11時~

愛媛県警察音楽隊演奏・内子高校太鼓演奏

全庖舗スタンプラリー 山菜ぞうすいサービス ほか

お問い合わせ

大洲市役所肱川支所内 肱川町観光協会 834-2311 

期間 3 月 27 日(日)~4 月 30 日 (土)

場所大洲市肱川町丸山公園、鹿野川園地、

風の博物館ほか

3月27日 開幕式

4月17日 肱川町俳句大会

4月17日 お茶会

4月20日 第11回しゃくなげゲートボール大会

4月29日 えびね展示即売会
----5月 1日 丸山公園(しゃくなげ谷入り口)

3月27日 鹿野川しゃく なげまつり
----4月30日 フォトコンテスト作品募集

企国指定重要文化財 十一面観音立像

長狭の香

一こ
3

企日本えびね園

開催日 イベン卜名 会場・場所 問い合わせ先 内 台円ゐ円

長浜町観光協会
国指定重要文化財十一面観音立像が、安置されて

4月17日日) 沖浦観音まつり 瑞龍寺(沖浦)
852-1111 

いる瑞龍寺で大祭が行われ、餅まきや福まきなど

があり、多く の露広が軒を並べてにぎわいます。

4月17日日) 小野地蔵尊まつり
小野集会所 白滝商工観光連盟 白滝の小野地蔵尊において、餅まき、宝まき、子

(白滝) 包 54-0301 ども相撲大会などが行われます。

4月20日。1<)
大え びね展

日本えびね園 日本えびね園
250種・ 3万株の大えびね展

----5月5日同 (長浜町須沢) 853-0106 

一一一 11



広報おおず 2∞54月号

宝くじ助成事業

宝くじ助成事業〉o財)自治総合センター

地域づくり活動を支援します

平成 16年度自治総合センター宝くじ助成事業により

3団体が施設などの整備事業を実施しました。

【
太
鼓
等
備
品
整
備
】

大
洲
臥
龍
太
鼓
保
存
会
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
通
し
て
、
伝
統
芸
能
の
育
成
と
同

時
に
、
新
し
い
郷
土
芸
能
の
創
造
と

育
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

大
洲
市
内
の
各
種
大
会
、
祭
り
、

イ
ベ
ン
ト
は
も
と
よ
り
県
外
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
幅
広
い
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
整
備
し
た
備
品
】

3
尺
寸
平
太
鼓

3
尺
平
太
鼓
用
釣
置
き
台

3
尺
平
太
鼓
用
伏
せ
台

3
丁
掛
け
ボ
ル
ト
附
締
太
鼓

附
締
太
鼓
用
立
ち
台

-
台

l
A口

l
A口

3
台

3
台

【
自
主
防
災
組
織
施
設
整
備
】

久
米
地
区
は
、
災
害
緊
急
時
に
お

け
る
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
大
形

成
に
努
め
る
た
め
、
災
害
時
の
対
策

本
部
設
置
、
情
報
連
絡
、
避
難
者
誘

導
活
動
等
、
防
災
組
織
活
動
に
必
要

な
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

【
整
備
し
た
備
品
】

携
帯
用
無
線
機
、
携
帯
用
ラ
ジ
オ
、

テ
ン
ト
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
イ
ト
、
投
光

器
、
コ
ー
ド
リ
1
ル
延
長
コ

l
ド、

ガ
ソ
リ
ン
缶
、
発
電
機
、
ロ
ー
プ
、

防
水
シ

l
ト
、
シ
ャ
ベ
ル
、
チ
ェ
ー

ン
ソ

l
、
は
し
ご
、
毛
布
、
の
こ
ぎ

り
、
給
水
タ
ン
ク
、
炊
飯
器
、
平
釜
、

大
型
鍋
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
、
屋
外
用

コ
ン
ロ
、
カ
セ

ッ
ト
コ
ン
ロ
、
ク
ー

ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
給
水
ジ
ャ
グ
、
や

か
ん
、
金
属
食
器
、
リ
ヤ
カ
ー
、
懐

中
電
灯
、
寝
袋
、
ビ
デ
オ
装
置
、
資

機
材
倉
庫
、
格
納
器
具

期
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
図

っ
て
い
ま
す
。

12-一一一

【
天
体
望
遠
鏡
整
備
】

正
山
自
治
会
で
は
、
地
域
主
導
で

整
備
さ
れ
た
正
山
星
の
観
測
所
「
ま

ん
て
ん
の
へ
や
」
に
天
体
望
遠
鏡
を

新
た
に
設
置
し
、
地
域
の
子
供
た
ち

ゃ
住
民
を
対
象
に
し
た
観
測
会
を
定

【
整
備
し
た
備
品
】

天
体
望
遠
鏡

関
係
機
材

レ
ン
ズ

宝くじ助成事業とは?

自治総合センターでは、住民の行うコミュニテ

ィ活動を支援しています。

助成の対象となるのは、社会福祉、社会教育、

体育、環境保護その他公益の増進などに寄与する

事業で、各地区コミュニティ推進委員会や各自治

会を通じて申請することができます。

この助成事業の財源には、全国自治宝くじの普

及広報事業費として受け入れる宝くじ受託事業収

入が充てられています。

宝くじは
豊かさ築く

チカラ持ち。

( 宝くじは、広く社主役立て5玩両五)
-
台

l
式

1
式



広報おおぜ 2∞54月号

観光さくらまつり

をきち
お茶堂つつ観

光

第
訂
回

さ
く
ら
ま
つ
り

富
士
山
、
八
多
喜
祇
園
公
園
を

は
じ
め
、
今
年
は
復
元
さ
れ
た
大
洲

城
周
辺
の
城
山
公
園
で
も
、
さ
く
ら

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

さくらまつり行事
3 月 28日~4 月 25 日

間時場A 
n: 事行日真月

正午~午後3時30分3月27日(日)1春神楽(藤縄神楽) [八幡神社〕
場

午前11時~午後2時3月28日(月)1さくらまつり開幕式

午前10時~午後3時茶会[淡交会大洲支部1(城山公園)

第 47回愛媛県下吟詠剣詩舞大ム
冨|午前8時30分~午後5時

(市民会館大ホールほか)
~貝頃は、

4日中旬から下旬~第羽田県下春季弓道選手権大ム""'1午前10時~午後3時I(市総合体育館)
4月3日(日)

日浦つつじ公園(平野)では、

午前8時30分~午後3時
スポーツ少年団ソフトボール大会

(緑地公園横多目的グラウンドほか)

午前9時30分~正午
スポーツ少年団剣道大会

(城山公園)
問い合わせ先

平野公民館 s 24 -2431 午前11時~午後3時4月中旬(予定)1観桜会(祇園公園)

大
淵
神
信
満
保
存
舎
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ

大
淵
発
祥
の
神
伝
流
泳
法
③

す
ず
き

「
鰭
狩
り
」
の
言
い
伝
え
は
「
殿
様
諸
武
芸
御
覧
は
数
多
く
見
え
る
。

様
が
纏
狩
り
の
名
目
で
藩
土
一
人

1
7
2
1
年
泰
統
の
代
以
降
旧
暦

ひ
と
り
の
水
練
の
技
量
を
御
覧
に

5
月
か
ら

8
月
の
聞
に
御
覧
と
い

な
っ
た
。
」
由
、
(
鰭
は
体
長
初
セ
う
の
は
お
回
、
こ
れ
と
は
別
に
元

ン
チ
か
ら
印
セ
ン
チ
に
な
る
と

6

文
目
録
に
「
元
文
一
再
評
つ
(
1
7
3
6

月
か
ら

9
月
の
問
、
海
か
ら
叩
数
年
)

6
月
口
日
、
泰
温
、
地
蔵
淵

キ
ロ
も
川
を
遡
っ
て
生
息
す
る
と
に
お
い
て
小
姓
衆
の
水
練
を
見

い
う
。
)
と
こ
ろ
が
、
藩
の
記
録
は
、
る
。
」
と
あ
る
。
蓑
島
正
直
家
系
図

版
籍
奉
還
後
藩
主
泰
秋
が
大
洲
藩
に
は
泰
温
が
大
洲
神
伝
流

5
代
箕

知
事
を
勤
・め
て
い
た
明
治
3
年
8

島
太
兵
衛
に
「
理
助
淵
で
水
お
よ

月
比
日
、
諸
事
覚
帳
に
「
泰
秋
、
ぎ
仰
付
御
覧
御
か
ん
し
ん
遊
候
由

藩
臣
を
率
い
て
臥
龍
淵
よ
り
城
下
云
々
」
と
あ
る
。

ま
で
の
鯖
追
い
に
出
る
。
」
幕
藩
体
な
お
、
大
洲
希
(
奇
)
談
集
に
「
風

制
下
の
記
録
が
な
い
の
は
、
察
す
穴
之
事
」
が
あ
り
、
地
蔵
淵
の
岩

る
に
、
「
狩
り
」
の
行
事
は
軍
事
大
壁
上
方
の
風
穴
(
現
認
団
℃
)
や

演
習
を
兼
ね
る
の
で
幕
府
を
慨
つ
家
中
若
侍
の
水
練
の
こ
と
が
記
さ

た
か
。
明
治
末
年
旧
制
大
州
中
学
れ
て
い
る
。

校
長
に
着
任
し
た
河
野
富
太
郎
氏

は
大
洲
神
伝
流
復
活
に
力
を
注
い

だ
人
で
す
。
教
育
会
喜
多
部
会
で

「
大
洲
の
水
泳
」
と
題
し
て
大
洲
が

神
伝
流
発
祥
の
地
で
あ
り
復
活
継

承
が
重
要
で
あ
る
と
演
説
し
た
中

で
『
土
用
の
終
頃
と
も
な
れ
ば
水

泳
の
御
上
覧
が
あ
っ
て
、
(
中
略
)

水
泳
の
種
類
は
伸
び
・
抜
き
・
入

通
し
・
茶
碗
拾
い
・
瓜
の
皮
剥
ぎ

等
で
(
中
略
)
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、

父
は
子
を
誠
め
て
日
く
「
今
日
の

御
上
覧
に
際
し
、
高

一
不
覚
を
取

る
こ
と
あ
ら
ん
か
潔
く
切
腹
せ
よ
」

と
。
以
っ
て
如
何
に
水
泳
に
力
を

入
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
』
と
力
説
し
た
。

一
方
、
大
洲
藩
の
公
式
記
録
に
殿

(
文
責

で

井
手

ち
か
ゆ
き

隣
之
)

一一一-13 



広報おおザ

春の全国交通安全運動

2∞54月号

川印刷~l月叩出I

審の全国交通安全運動

卜』

『守り

労
災
保
険
の

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
)

の
年
度
更
新
手
続
は
お
済
み
で
す
か
。

平
成
口
年
度
の
年
度
更
新
手
続

は、

4
月
1
日
か
ら
5
月
初
日
ま
で

で
す
。労

働
保
険
の
申
告
・
納
付
手
続
は

お
早
め
に
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

包

0
8
9
・9
3
5
・5
2
0
2

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署
第
二
課

包

0
8
9
4
・2
2
・1
7
5
0

。
年
度
更
新
事
務
説
明
会
な
ら
び
に

年
度
更
新
申
告
書
受
付
会
を
下
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

《労働保険年度更新事務説明会》

今年の運動重点

女子供と高齢者の交通事故防止

女二輪車の安全利用の推進

大シー卜ベルト とチャイルド シー卜の

正しい着用の徹底

時 間|会場名|所在地

1O:OO~ 15:00 Iりジ工ーJレ大洲2階レインポーホール|大洲市東大洲 1582

10:00~ 1 5:00 I内子町商工会 |喜多郡内子町内子甲 1134

9:30~ 1 5:00 I八幡浜労働基準監督署 |八幡浜市江戸岡 1-1-10

10:00~15 ∞|東宇和建設会館 2 階 |西予市野村町野村 11-24

9ヨ0~15:∞|八幡浜労働基準監督署 |八幡浜市江戸岡 1-1-10

1 0 ∞~15 ∞|霊媛県建設業協会東宇和支部宇和分所|西予市宇和町卯之町村口口

0各会場には専用駐車場がありませんので、出来る限り公共交通機関をご利用
お願いします。

O長浜会場ならびに三瓶会場は、本年度は受付会を行いませんので、最寄りの
受付会場をご利用いただきますようお願いします。

《お問い合わせ先》

松山市若草町4-3 
8 089-935-5202 

松山若草合同庁舎6階

松山市若草町4-3 
8089-935-5215 

松山若草合同庁舎 5階

年月日

4.19(;l(j 

4.20(7)<) 

4.21 (:柄

愛媛労働局労働保険徴収室

松山労働基準監督署労災課

※松山労働基準監督署は、松山市六軒家町3番27号に移転、平成17年4月25日から業務開始します。

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・
死
亡
・

死
産
・
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
各
届
書

を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な

ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、

届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
死
亡
届
に
は
併
せ
て
産
業

の
記
入
も
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉

の
向
上
を
目
的
と
し
た
統
計
資
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

届
出
す
る
皆
さ
ん
に
は
ご
面
倒
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈調
査
期
間
〉

平
成
打
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
同

年
3
月
白
日
ま
で
の

1
年
間

〈
調
査
対
象
者
〉

出
生
届
・
死
亡
届

・
死
産
届
・
婚

姻
届
お
よ
び
離
婚
届
の
届
出
を
す
る

皆
さ
ん

〈
調
査
方
法
〉

各
届
出
を
す
る
と
き
に
、
そ
れ
ぞ

れ
職
業
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
例

え
ば
、
「
教
員
」
、
「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」

の
人
は
専
門
・
技
術
職
、
「
一
般
事

務
員
」
、
「
集
金
人
」
の
人
は
事
務

人
口
到

マ、態
扇職
乃業

主産
卿業

い費
Ls  

まに
す

14一一一一

• 
職
、
「
飲
食
店
主
」
、
「
小
売
庖
主
」
、

「
外
交
員
」
の
人
は
販
売
職
、
「
美
容

師
」
、
「
調
理
師
」
、
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
」
の
人
は
サ
ー
ビ
ス
職
と
い
う
よ

う
に
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。ま

た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建

設
業
、
不
動
産
業
と
い
っ
た
産
業
も

併
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

届
出
を
す
る
市
役
所
本
庁
ま
た
は

支
所
の
窓
口
で
「
出
生
届
・
死
亡
届
・

死
産
届
・
婚
姻
届
・
離
婚
届
を
さ
れ

る
方
に
お
願
い
(
職
業
・
産
業
例
示

表
)
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
参

考
の
う
え
、
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓
口
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

年 月日 |時間| 会場名 |所 在地

411閥 I 13:00~ 1 6 ∞|八幡浜商工会館 5 階大ホール|八幡浜市北浜 1ふ25
412 (1<) I 1 3:00~16 ∞|リジエール大洲 2 階クリスタルホール|大洲市東大洲 1 582

0各会場には専用駐車場がありませんので、出来る限り公共交通機関をご利用
願いますロ

or年度更新手続きのしおりj表紙の出席票に必要事項を記入し、切り離しの上、
各会場の受付にご提出ください。

《労働保険年度更新申告書受付会》
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「
人
艇
の
輸
を
広
げ
ま
し
ょ
う
!
」

新
し
い
大
洲
市
が
誕
生
し
て

第
1
回
の
人
権
・
同
和
教
育
研

究
大
会
が
去
る

2
月
比
日
(
金
)

市
役
所
を
主
会
場
と
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
の
基
調
提
案
で
は
、

1
9
7
5
年
3
月
発
行
の
「
市

同
教
だ
よ
り
」
創
刊
号
で
「
生

活
環
境
や
就
職
、
特
に
結
婚
な

ど
で
基
本
的
人
権
を
奪
わ
れ
、

い
わ
れ
な
き
差
別
と
屈
辱
に
耐

え
難
い
苦
悩
を
、
多
く
の
人
々

が
被
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
。
民
主
日
本
と
し

て
最
大
の
恥
辱
で
あ
り
、
こ
の

問
題
の
解
決
な
く
し
て
真
の

民
主
国
家
の
達
成
は
あ
り
得
な

い
」
と
し
て
「
こ
の
課
題
解
決

は
教
育
に
待
つ
と
こ
ろ
大
で
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一英さん

そ
の
決
意
の
も
と
に
大
洲
市
で

は
「
人
権
を
守
り
、
市
民
の
全
て

が
取
り
組
む
人
権
・
同
和
教
育
の

展
開
」
を
合
言
葉
に
、
各
地
区
人

権
教
育
協
議
会
を
中
心
に
、
地
域

ぐ
る
み
で
、
「
人
権

・
同
和
問
題

の
解
決
に
向
け
、
何
年
の
教
育

の
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し

た。」と
過
去
の
実
績
に
基
づ
い
て
の

人
権
尊
重
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

た
次
第
で
す
。

分
科
会
に
お
い
て
は
、
就
学
前

教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

職
場
と
行
政
に
分
か
れ
て
、
柳
沢

保
育
所
、
柳
沢
小
学
校
P
T
A
、

柳
沢
地
区
人
権
教
育
協
議
会
、
蔵

川
小
学
校
、
肱
東
中
学
校
、
大
成

婦
人
会
、
上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
、

大
洲
幼
稚
園
、
大
洲
農
業
高
等
学

校
、
と
み
す
寮
、
市
役
所
人
事
秘

書
課
の
取
り
組
み
の
成
果
を
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
九
でて
許
議
mw
全
体
会
で
は
、

「
阿
波
木
偶
箱
じ搾
件
、
夜
復
活
す
る

会
」
代
表
の
辻
本
一
英
さ
ん
に
は

る
「
春
よ
こ
い

1
箱
廻
し
三
番

手
と
つ皇

・
え
び
す
舞
に
思
い
を
の
せ
て

1
」
と
い
う
演
題
の
も
と
、
誇
り

う
る
伝
統
文
化
の
実
践
を
通
し
て

辻本.A.講師

の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

徳
島
県
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら

人
形
浄
瑠
璃
の
盛
ん
な
地
域
で
、

家
の
軒
先
で
は
、
正
月
の
門
付
け

芸
と
し
て
「
三
番
史
」
「
え
び
す

舞
」
が
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
商
売

繁
盛
・
無
病
息
災
を
願
い
、
四
国

の
正
月
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

祈
り
の
文
化
が
あ

っ
た
の
で
す
。

今
か
ら
約
凶
年
前
に
「
箱
廻
し
」

を
復
活
さ
れ
、
今
や
年
間
1
0
0

回
以
上
も
こ
な
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
「
え
び
す
舞
」

な
ど
の
実
演
は
、
新
大
洲
市
の
初

春
に
ふ
さ
わ
し
く
幸
運
を
も
た
ら

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
う
れ
し

く
思

っ
て
い
ま
す
。

自動車(公用車)購ス見積参加資格・
市有自動車車検整備資格審査申請書の受付
大洲市が発注する公用車の購入および車検整備の見積に参加するには事

前の申請が必要です。
平成17・18年度において、見積に参加を希望する人は、次の要領で申請

書を提出してください。
【申請の期間】 3 月 23 日附~4 月 22 日幽(市の休日を除く執務時間中)
【申請の方法】持参または郵送(当日消印有効)
【申請書の様式など】 申請書の様式 大洲市指定様式

有効年度 平成17・18年度
提出要領 大洲市役所本庁総務課で配付
※提出要領および申請書の様式を郵便請求される場
合は、 80円切手を貼った返信用封筒を同封してく
ださい。
大洲市公式ホームページ「くらしの情報jからも
ダウンロードできます。
http://www.city.ozu.ehime.jp 

申請書提出後書類内容に変更が生じた場合は、直ちに総務課
まで届け出てください。

【提出 ・問合せ先】 干 795-8601
大洲市大洲690番地の l
大洲市役所総務課管財係

企箱廻しの一場面より

sfJ切なすa
4月 1日樹から利用時間が

午前9時 30分~午後 6時になります。

【注意事項】

s 24-2111 (内線 325・326)

一一一ー 15



宅歩 芝ぬ

2月5目、合坊教育集会所で、きき坊公民館 ・合坊友愛館大
会が開催されました。喜多灘小学校の宮田一範さん、後藤義
樹さんによる人権作文の発表後、落語家の桂七福さんによる、
「言葉は11)の中で、生き続ける」と題した講演が行われ、 Ie，¥温ま
る話に参加者らは熱心1に耳を傾けていました。

2月4目、長浜中学校で第41回少年式が行われました。式
では、久保田敏幸校長の式辞の後、 2年生全員の91人が、「自

分に厳しい人になりだいJr他人の気持ちがわかる人になりた
いJなど、堂々と人生の節目の日にあたり、決意発表をおこ

ないました。

2月21日に予定されていました河辺幼稚園 ・小学校の校内
マラソン大会が雪のため延期となり23日(水)に行われました。
園児15名は校庭10周を走り、小学校児童53名は沼辺小学校ス
ター卜、植松地区をゴールとし低学年 1km'中学年 1.5km • 
高学年2kmを保護者の声援の中、元気に走りぬきました。

旧正月の 1日か54日にあたる 2月9mJ<.)から12日(土)まで

八多喜の祇園神社で祇園まつりが開催されました。

参拝に訪れた皆さんは、商売繁盛や悪病除などさき年 1年間

の災難除を祈願していましだ。

園際ソ口プチミス卜大洲は2月20日(日)、大洲市総合福祉セ

ンタ で第8回国際女性デー記念講演会を開催しました。講

師には、ギャラリーしろかわ館長補佐の浅野幸江さんが、「夢

はパラ色や虹色ではなく、自分が汗を流した分だけ幸せをつ

かむことができる。だから、夢は汗かきです」と温かく参加

者に語っていました。

1月23日(日)r第14回版画教室」が肱川風の博物館で開催さ

れました。

この教室は、伝統木版画の職人、木版画作家の竹中健司先

生(京都市在住)を講師に迎えて、平成15年度から毎月開催

されています。当日は、近隣市町村をはじめ、遠<高知県中

村市からバイクでやってきた版画愛好家など8人が集まりま

しだ。さき回は、多色刷り浮世絵版画に挑戦することとなり、

歌麿の作品の中から各自気に入った浮世絵を選び、版画づく

りに挑みました。初級者には難しい作業ちありますが、次第

に彫刻刀がうまく運べるようになります。数ヵ月後の完成を

夢見て、受講生たちは 生懸命頑張っています。

この教室は、毎月第4日曜日に開催されています。見学乞

OK。一度ご来館ください。

16一一一
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大洲市バレーボール協会の活動!!

いに協力して大会や事業を実施しています。協会での活

動を通して、会員に男女共同参画意識が定着することを

期待しています。

バレーボールが好きでやってみたいと思う人であれ

ば、経験がなくても大丈夫。あなたも一緒に、気持ちの

いい汗を流してみませんか?

私たちバレーボール協会は、経験に関係なく心からバ

レーボールを愛する者たちの集まりです。現在、女性

15チーム、男性 5チームで運営しており、リーグ戦や

各大会を開催して、会員の技術向上や審判員の養成に努

めながら、和気あいあい、心身の リフレッシュを図って

/
』

ア

t

〆
l

'rA

d
FF

4
い

τr 
合

u 
n 

上野百合子

大洲市女性団体連絡協議会監事

大洲市バレーボール協会 副会長

います。

私たちの願いは『健康でいつまでもバレーボールに参

加できること』バレーボールを通して健康でいられるこ

とに感謝し、毎年チャリティバレーボール大会を開催す

るほか、様々な大会でも募金活動を行い、災害の被災者

や福祉施設などに義援金や寄附金として送っています。

また協会では、機関紙を通して情報発信するなどバレ

ーボールの普及振興にも努めています。去る 2月 12日-

13日には、 V1 (実業団)リーグを招いて大洲大会を

開催し、多くの皆さんに実業団選手の迫力有るプレイ・

高度な技術を見ていただくことができました。このよう

な大きな大会を成功裡に終えることができましたのも皆

さんのご支援のおかげと感謝しております。

お互私たちは、女性も男性も積極的に運営に参画し、

u 
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場所 肱川公民館3階会議室

大洲会場 問い合わせ先 肱川支所 834-2311

日時 4月5目的・15日樹・25日開 河辺地区

午前10時~午後3時30分 日時 4月11日帥午前9時~正午

場所大洲商工会議所 場所河辺老人福祉センター

問い合わせ先 松山西社会保険事務所 8089-925引 05 問い合わせ先 河辺支所 839-2111 

長浜会場

日時 4月B日働・20日的午前10時~午後3時30分

場所長浜町商工会

問い合わせ先 大洲市役所長浜支所

(相談ごと案内 )

ー____ .~a岡崎1;隠甲E・E・・E・--圃圃圃圃圃圃圃園町~Iヨj:野illfÆ信長官圃圃圃圃圃圃圃圃圃・

大洲地区

日時 4月19日制午前10時~正午

場所 市役所3階会議室

問い合わせ先 急ぐときは法務局大洲支局 824-4155

-__ _  ，..'iils!軍主主己宣言E駒軍軍用主造組!j:属加・・・・・・

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E号事定車副IDji富野畑・・・・・・・・・・・・

月~金午前8時30分~午後5時

祝日-年末年始を除く

場所市役所高齢福祉課

問い合わせ先 824-2111 (内線169)

日時

毎週月・水・金曜日(休日除く)

午前9時~午後4時

場所 法務局大洲支局人権相談室

問い合わせ先 法務局大洲支局 824-4155 

日時

B52-1111 
圃圃圃圃圃圃圃圃園田m~l""圃r~jiii腎畑圃圃圃圃圃圃圃圃圃-・・・・盟111"11目Ei!l首民ヨ同首ii.il沼田匝圃亘書11:巨細・・・・

-E・E ・-・圏三軍虚言j:隠避司・・・・E ・E ・-

月~金午前8時30分~午後5時15分

祝日-年末年始を除く

場所青少年センタ

問い合わせ先 B24-7830 

日時口
凶
口
凶

曜
曜

1

d
小
木
臨

月
火
金

週
週
週

毎
毎
毎

大洲地区

日時 一般相談
法律相談
介護相談

大洲地区

日時月~金

午前8時30分~午後5時15分

祝日・年末年始を除く

場所 大別|隣保館・大洲福祉会館

問い合わせ先 824-6100(大洲隣保館)
825-0947 (大洲福祉会館)

-・・・・・・園町唱fil監事1!.4i回E副~jiii院潅葺草摺・・・・・・圃

月~木午前B時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所国立大洲青年の家

問い合わせ先 824-1414 

日時

午前10時~正午、午後1時~午後4時
※祝日 ・年末年始を除く

場所 総合福祉センター(相談室直通) B23・5629

問い合わせ先 総合福祉センター1階社会福祉協

議会窓口 B23-0313 

時間

-・・・・・・・・liI1量，jl;局員E僻窓~='1_ _ _ _  . 

大洲地区

日時 4月21日(対

場所市役所

問い合わせ先

-圃圃圃圃圃圃圃圃圃匹匡1鷹番描:~!Iiii院畑圃圃圃圃圃圃圃圃圃

日時 4月15日樹午前9時~午後4時

B52-1111場所 宅建協会大洲支部

問い合わせ先 債)上田喜六不動産

長浜地区

日時 4月25日開午前9時~午後3時

場所長浜体育館和室

問い合わせ先 長浜社会福祉協議会

肱川地区

日時 4月5日附

午前10時~正午

824-5072 (山本)

824-4294 (辻)

824-4452 

午後1時30分~午後4時

一一一一 17
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大洲市保健センター323-0310(大洲地区)

長浜保健センター352-3055(長浜地区)

肱川保健センター334-2340(肱川地区)

河辺保健センター339-2111(河辺地区)

4
月
の
審
種
検
診
・
相
談

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

【乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
4
月
5
日
(
火
)
平
成
同
年
日
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ

ル
が
必
要
)

0
4
月
刊
日
(
火
)
平
成
日
年
9
月
生
ま
れ

0
4
月
初
日
(
火
)
平
成
比
年
3
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
l
時

1
午
後

1
時
叩
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

対

象

・
4
月
5
日
(
火
)
は
大
洲
地
区・

長
浜
地
区
に
居
住
す
る
人

-
4
月
刊
日
(
火
)「
初
日
(
火
)
は

市
内
全
域

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
4
月
ロ
日
(
火
)
平
成
同
年
6
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
前
9
時

1
午
前
9
時
却
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ

1

ト

・
パ
ス
タ
オ
ル

対

象

大
洲
地
区
に
居
住
す
る
人

【栄
養
相
談
】
予
約
制

0
4
月
8
日
(
金
)

相
談
時
間

午
前
叩
時

1
正
午

午
後
l
時

i
午
後
3
時

健
康
手
帳

持
参
品

長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー

【育
児
サ
ー
ク
ル
】

0
4
月
8
日
(
金
)

受
付
時
間

午
前
四
時

1
午
前
日
時
却
分

実
施
場
所

長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

品

母

子
健
康
手
帳

肱
川
保
健
セ
ン
タ
ー

【生
活
習
慣
病
・
肺

・
胃
・
大
腸
が
ん
】

0
4
月
羽
田
(
月
)
予
子
林
小
学
校

0
4
月
初
日
(
火
)
正
山
小
学
校

0
4
月
幻
日
(
水
)
岩
谷
自
治
セ
ン
タ
ー

0
4
月
お
日
(
木
)
大
谷
自
治
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
8
時
叩
分
1

午
前
日
時
泊
分

料

金

無
料

【
子
宮
が
ん
検
診
】

0
4
月
日
日
(
月
)
肱
川
保
健
セ
ン
タ
ー

0
4
月
幻
日
(
木
)
大
谷
自
治
セ
ン
タ
ー

0
4
月
お
日
(
月
)
元
J
A
宇
和
川
支
所

受
付
時
間

午
後
1
時

1
午
後
1
時
叩
分

料

金

7
0
0
円

河
辺
保
健
セ
ン
タ
ー

※
地
区
内
機
関
誌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

4
月
の
献
血
実
施
日
・
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

g
@
0
3
1
0
 

着

図書倍陪報

324-4419 

352-1111 

334-2307 

来庁

図書館(大洲)

長浜図書館

広川図書館

図
書
館
(
大
洲
)

リ
サ
イ
ク
凡
資
料
を
提
供
し
ま
す

保
存
期
間
を
経
過
し
た
資
料
(
主
に
雑

誌
)
を
次
の
と
お
り
市
内
の
公
共
施
設
・

団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
期
間

4
月
幻
日
(
土
)
1
4
月
沼
日
(
木
)

②
場
所
図
書
館
(
大
洲
)
4
階

③
資
料
平
成
日
年
4
月
号

1
平
成
同
年

3
月
号
雑
誌
(
芸
術
新
潮

・
趣
味
の

園
芸
・
歴
史
読
本
・
き
ょ
う
の
健
康
・

オ
l
ル
讃
物
・
将
棋
講
座
・
新
し
い

住
ま
い
の
設
計
な
ど
一
般
向
け
雑
誌

4
3
1
冊
、
小
学
一
年
生
1
小
学
六

年
生
・
ジ
ャ
ン
プ
・
り
ぼ
ん
な
ど
児

童
向
け
雑
誌
1
4
4
冊
)
、
不
用
図
書

1
6
3
冊
。
詳
し
く
は
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

新
着
図
書
窯
内

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
の
謎
水
野
貴
盟
者

第
三
思
春
期

山
口
洋
子
著

印

代

か

ら

の

選

択

大

前
研
一
著

高
齢
者
の
法
律
相
談
堀
勝
洋
ほ
か
編

子
ど
も
の
心
の
病
気
が
わ
か
る
本市

川
宏
伸
監
修

暴
論

・
こ
れ
で
い
い
の
だ
坪
内
祐
三
ほ
か
著

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
や
め
ま
し
た
回
津
拓
也
著

キ
ム
ト
ン
テ
ヨ
ク

金

日

成

の

秘

密

教

示

金

東

赫

著

父
か
ら
「
外
人
部
墜
の
息
子
へ

駒
村
吉
重
箸

笑
う
!
遺

伝

子

村

上

和

雄

著

我
が
家
を
速
効
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
学
習
研
究
社

炊
飯
器
で
お
菓
子
も
、
パ
ン
も
、
軽
食
も
。

阿
部
剛
子
著

こ
の
酒
が
飲
み
た
い
長
淳
一
度
ほ
か
著

人
間
に
と
っ
て
農
業
と
は
何
か
末
原
達
郎
著

「
サ
ラ
川口
傑
作
選

山
聾
早
二
ほ
か
選

さ

ま

よ

う

刃

東

野

圭

吾

著

霧

笛

荘

夜

話

浅

田

次

郎

著

笑

犬

桜

の

逆

襲

筒

井

康

隆

著

グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
阿
部
和
重
著

日
光
例
幣
使
道
の
殺
人
平
岩
弓
枝
著

シ
ナ
ン

上
・

下

夢

枕

翠

者

愛
ト
ス
カ
l
ナ

R
・
p
・
エ
ヴ
ア
ン
ス
著

¥
新
着
本
は
、

4
月
始
め
に
ま
と
め
て
/

/
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
出
し

ま

す

。

」

長
浜
図
書
館

と

ら

ふ

ぐ

の

夢

績

回

毅

著

写
真
で
わ
か
る
腹
筋
・
背
筋
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

デ
ィ

l
ン
・ブ
リ
テ
ナ
ム
、
グ
レ
ッ
グ
・
ブ
リ
テ
ナ
ム
著

魚
の
雑
学
辞
典

富
田
京
一
、
荒
俣
幸
男
、
さ
と
う
俊
著

は
じ
め
て
の
野
菜
づ
く
り
新
井
敏
夫
監
修

た

の

し

い

観

葉

植

物

薮

正

秀

監

修

愚

か

者

死

す

べ

し

原

奈

著

背

広

の

下

の

衝

動

新

堂

冬

樹

著

眉
山

|

び

ざ

ん

[

さ

だ

ま

さ

し

著

ブ
ル
ー
タ
ワ
1

石
田
衣
良
著

亙
口
小
タ
ワ
l

江
園
香
織
著

鼠

、

江

戸

を

疾

る

赤

川
次
郎
著

日
暮
ら
し

上

・

下

宮

部

み

ゆ

き

著

森
が
わ
た
し
を
呼
ん
で
い
る
赤
川
次
郎
著

し

ゃ

ぽ

ん

玉

乃

南

ア

サ

著

な
ん
に
も
う
ま
く
い
か
な
い
わ
平
安
寿
子
著

ま
あ
せ
ん
せ
い
と
ぺ

I
プ
サ
l
ト
で
あ
そ
ぼ
う

菊
地
政
隆
著

18一一一

肱
川
図
書
館

祝

言

平

岩

弓

枝

著

雪

の

夜

話

浅

倉

卓

弥

著

花

の

詩

集

金

子

み

す

Y
著

O
歳

か

ら

の

母

親

作

戦

井

深

大

著

圧
勝
1

受
験
な
ん
て
ヘ
ツ
チ
ヤ
ラ
だ

斎

藤

孝

著

西
村
京
太
郎
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
の
旅
哀

し

み

の

余

部

鉄

橋

西

村

京

太

郎

著

路
地

中
里
和
人
著

こ
れ
で
安
心
、
が
ん
ば
れ
新
1
年
生

内
田
玲
子
著

雪

月

花

高

取

雅

史

著

祈
り
北
朝
鮮
、
位
致
の
真
相

新
潟
日
報
社
・
特
別
取
材
班
著

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
語森

山
卓
郎
著

ニ

ッ

ポ

ン

泥

棒

大

沢

在

昌

著

念

に

生

き

る

坂

村

真

民

著

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
l
ド
が
あ
ぶ
な
い柳

田
邦
男
著

鼻

の

ラ

ジ

オ

永

六

輔

著

な
ん
く
る
な
い
よ
し
も
と
ば
な
な
著

「
頭
が
い
い
」
と
は
、
文
脈
力
で
あ
る

驚

藤

孝

著

介
護
保
険
の
基
本
と
仕
組
み
が
よ
1
く
わ
か
る
本

高
室
成
幸
監
修

梨
屋
ア
リ
エ
著

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ハ
ウ
ル
の
動
く
城

ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン

・
ジ
ョ

l
ン
ズ
著

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日
・

4
月
却
日
・
初
日



広報おおぜ 2∞54月号

くらしの情報

表
示
登
記
の
日

無
料
登
記
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、

愛
媛
県
司
法
書
士
会
お
よ
び
松
山
公

証
人
会
と
共
催
で
「
表
示
登
記
の
日
」

の
行
事
と
し
て
無
料
登
記
相
談
所
を

開
設
し
ま
す。

相
談
内
容
は
、
土
地

・
建
物
の
登

記
に
関
す
る
も
の
、
土
地
の
境
界
に

関
す
る
も
の
、

供
託
の
手
続
き
に
関

す
る
も
の
、
訴
訟
手
続
(
書
類
作
成
等
)

に
関
す
る
も
の
お
よ
び
公
正
証
書
の

作
成
各
種
認
可
手
続
な
ど
を
中
心
に

関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
も
お
受

け
し
ま
す
。

日
時

4
月
2
日
(
土
)

午
前
山
時

i
午
後
3
時

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

場
所

野
村
中
央
公
民
館

八
幡
浜
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

8
0
8
9
・9
4
3
・6
7
6
9

遺
言
電
話
無
料
法
律
相
談

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
「
遺
言
」
に

焦
点
を
当
て
、
「
遺
言
」
の
作
成
・
保
管
・

執
行
に
関
す
る
電
話
無
料
法
律
相
談

を
開
催
し
ま
す。

日

時

4
月
日
日
(
金
)

午
前
日
時

i
午
後
3
時

直
通
電
話

0
8
9
・9
4
1
・4
1
5
8

相
談
料

無
料

国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
募
集

中
国
・
四
園
地
区
国
立
大
学
法
人

等
採
用
試
験
の
試
験
案
内
の
配
布
が

始
ま
り
ま
し
た。

受
験
資
格

昭
和
日
年
4
月
2
日
か

平成17年度国家公務員採用試験日程

試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

国家公務員採 4月 1日樹~ 5月 1日(日)
用 I種試験 4月8日幽

国家公務員採 4月 13日嗣~ 6月19日(日)
用 E 種試験 4月 22日制

国税専門官
採 用 試 験

労働基準監督 4月 1日幽~ 6月12日日
官採用試験 4月 15日幽

法務教官採用試験

航空管制官 7月 19日ω~
9月25日目)

採 用 試 験 8月2日ω

【大学卒業程度】

ら
昭
和
引
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

受
付
期
間

4
月
1
日
(
金
)
i

8
日
(
金
)

第
一
次
試
験

5
月
辺
日
(
日
)

問
い
合
わ
せ
先

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
採

用
試
験
事
務
室

8
0
8
2
・4
2
4
・5
6
1
6

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

「
看
護
の
日
」
の

5
月
ロ
日
を
含
む
、

「
看
護
週
間
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て

一
日
看
護
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

看
護
師
志
望
の
学
生
、
家
族
の
介

護
に
役
立
て
た
い
人
、
日
頃
看
護
と

は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
O
L
、

主
婦
、
男
性
も
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

5
月
7
日
(
土
)

西
予
市
立
野
村
病
院

試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

海上保安学校学生 4月 1日幽~ 5月22日侶)
採用試験(特別) 4月8日働

国家公務員採 6 月 21 日伏)~
9月4日(日)

用 E 種試験 6月28日制

刑 務 官採用試験 9月18日(日)

入国 警 備 官
採 用 試 験

皇宮 護 衛 官 7月19日ω~
採 用 言式 験 8月2日0<) 9月25日日
航 空 保安大学校
学生採用試験

海上保安学校
学生採用試験

海 上 保安大学校
学生採用試験 8月25日同~ 10月29日出

気象大学校学 9月6日0<) 10月30日目)

生採用試験

【高校卒業程度】

(
西
予
市
)

高松市松島町 1-17-33
人事院四国事務局 第二課試験係

8 (087) 831 -4765 
人事院ホームページ http://www.jinji目go.jp/

問い合わせ先
〒 760-0068 

募
集
人
員

---m人

5
月
ロ
日
(
木
)

市
立
大
洲
病
院
(
大
洲
市

)

募
集
人
員
・
・
・

5
人

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
(
八
幡
浜
市
)

募
集
人
員
・
--m人

5
月
凶
日
(
土
)

真
網
代
く
じ
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
院
(
八
幡
浜
市
)

募
集
人
員
・
・・6
人

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に

「ふ
れ
あ
い
看
護

体
験
参
加
希
望
」
と
明
記
の
上
、

①
住
所
②
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
③

年
齢
、
④
職
業
(
学
生
は
学
校

・

学
年
)
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
洋
服
サ

イ
ズ
、

⑦
中
学
生

・
高
校
生
の
場

合
は
、
学
校
の
許
可
の
有
無
を
書

き、

4
月
初
日
(
水
)
ま
で
に
希
望

す
る
施
設
へ
直
接
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
中
学
生

・
高
校
生
は
学
校
の
許
可

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

(
社
)
愛
媛
看
護
協
会

8
0
8
9
・9
2
4
・
0
8
4
8

編

集

後

記

…

暖
か
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
大

刊

日
洲
城
の
桜
、
肱
川
の
し
ゃ
く
な
げ
、

“

日
長
浜
の
え
び
ね
な
ど
市
内
の
い
た
る

H

H

と
こ
ろ
で
美
し
い
花
々
を
楽
し
む
こ

H

H

と
が
で
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

品

川
か

?

@

日
数急当審病院 l= :~f__~l. 三 =少 ~~1 [:~

曜日によって救急当番病院は変わります。
昼間 ・夜間の急患など、ご相談は、その日の

当番病院まで。

町)岡本耳鼻咽喉科気管食道科医院 (本
宮 24-3752 

4月3日(印
大洲市内の交通事故

市立大洲病院(西大洲)
ft 24 -2151 

加戸病
ft 24 -5101 

大洲記念病院(徳
ft 25 -2022 

大洲中央病院(東大洲)
ft 24 -4551 

宮)

森)

院(若

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

村)

(東大洲)

村)

村)

院(中祖母井医

ft 24 -3756 

亀井小児

ft 24 -3757 

さわい小児科医院

ft 24一7530

沢井耳鼻咽喉科気管食道科(中
ft 24 -2510 

(中

科

4月10日(日)

4月17日(日)

4月24日(日)

4月29日幽

2月末
昨年同期

現在

件 数 50 48 

負傷者 69 60 

死 者 2 。
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5名以上の団体で
ご加入ください

体団 盟会事義雄菌 (相亀)
傷害保険

開~i麗欝まサ 象
死 亡 後遺障害

入院 通院 共済見舞金

(1日につき)(1日につき)

.中学生以下の子ども
A そ団体の往活動復中中と 500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円 身体賠償 l人1(億免円責/金額l窃1政1050億0円円) 財物賠(免償責1金事額政5L000万00円円)

(急突性然心不死全、.スポーツ活動を行わない大人

子ど 団そ体の活往動復中中と
脳内出血など)

2，100万円 3，150万円 5，000円 2，000円 上記補償に身体・財物賠償 合算で1事紋500万円を加算 160万 円

も .中学生以下の子ども AW  1，050円

の そ団体の往活復動中中以と外 100万円 150万円 1，000円 500円 身体・財物賠償 合算で 1事依500万円(免責金額1，000円) なり対ま象せとん.

体団

.子どもと一緒(指に導ス者ポ)ーツ活動
AC 1，000円 1，000万円 1，500万円 2，500円 1，000円 (急突性然』心不死全、

団そ体の活往復動中中と 身体賠償 1人1義弘1醐品開財物理主主配。開を行う大人
額1，000Pl) (~j1;'Jèø I， OOO Pl) 脳内出血など)c 1，500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

160万円

.(活大スポ人動日ツ、の地の文指域化1活審活靴動動ダン、ポランァィア A 500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

大
λ踊り等を障し)

人 .老人クラブなど (60歳以上) B 
そ団体の活往復動中中と

800円 600万円 900万円 1，800円 1，000円
身体賠償 l人1槙錨品開財物!緊急13者fiaR)(急突性然心不死全、

の 脳内出血など)

体団 .大(野人外の活ス動ポ、ー身体ツ活運動動を含む.) c 1，500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円 160万円

.(ア危メ険リカ度ンのフッ高トいポスールポ、ー山岳ツ畳活は動んなど) D 9，000円 500万円 750万円 1，800円 1，000円

対象となる事故 女グループ活動中の事故 宵往復中の事故

保 険期間 平成 17年4月1日午前 O時より翌年 3月 31日午後 12時まで (申込受付は平成 17年3月から)

財 団法人スポーツ安全協 会愛媛県支部 黒 岩 ) … 鵬 川 ン 大同火災

平成 17年 3月 31日まで (愛媛県教育警員 会保健スポーツ課内) 東京海上日動 日新火災ニッセイ同和損害 日本興亜損害
平成 17年 4月 1日より (愛媛県体育協会内)

山 富士火災 三井住友海上
干 790-8570 愛媛県松山市一番町 4-4-2

保険については東京海上日動を幹事会社として、上記損害保険会社
TEL  089-941-2111 (内線 5396) 電話受付期間 午前8時 30分~午後5時(土、日、祝日を除く。)

社との共同保険となっております。 (2005年4月予定)
保険の詳しい内容、資 料の ご請求は URL http・IIwww.s p 0 r t s a n z e n. 0 r g 
ホームページをご覧ください。 .資料請求はFAXでも受付けしております。 0120-104442(FAX専用)

資料および申込用紙は、大洲市教育委員会市民体育課および各支所教育課でもお渡しできます。

大洲の野，鳥 ウグイス(鴬) スズメ 目ウグイス科全長14~ 15cm

いかかわりを持ってきました。うぐいすもちゃ、うぐ
いす張りなど、生活の中にもたくさん名前が出てき
ます。アンケートによると、 日本人が一番好きな野鳥、
というデータも有ります。でも、姿を見てこれがウグ
イスだとわかるのは、かなりの目の肥えた人だと思い
ます。実際には地味な色姿をしていて、繁殖期以外は
すぐ近くに住んでいても、「ジャ ッ、ジャ ッ」 と薮や、
立ち木の中で鳴いて、目立ちません。

よく秋には桜の花が咲いたりしますが、私の観察で
も十一月の暖かい日に、 「ホ一、 ホチェチョj と下手
くそにさえず、っていたのを聞いたことがあります。
皆さんも 山に耳をかたむけて下さい。この「広報

おおず」が出る頃には、第一声が聞こえると思いま
す。 @

「ホーホケキョ」と聞けば、この名前を連想しない
人はいないと思います。春を告げるおなじみの野鳥で
す。日本三名鳥の一羽に数えられ、古くから人々と深
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口人き動の民市測大

(平成17年2月28日現在) 面積 432k前


	A4ページ分け20p用

